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 [協働事業の企画書概要] 
事業名 

 

事業主体 

「シックハウス症候群」「シックスクール症候群」の

る身体障害者の自立と雇用の創出 

特定非営利活動法人 IHTB（認証申請中） 

 

 

 

 

 

事業の概要 

『どういう問題を解決しようとしていますか？』 

・ 最も身近な環境である「家の中」において、建材、家

用品などから放出される有害化学物質によって健康を

とが増えています。（シックハウス症候群、化学物質

・ 私たちは有害化学物質に囲まれて生活しています。 

・ 次世代を担う子どもたちや母体への影響が問題になっ

・ 一般消費者の関心の低さが環境病の増加の原因の一つ

・ 水と違い、空気の汚れが見えないことも関心が低い原

・ 測定することによって、空気の汚れが客観的にわかり

・ 関心を高めることが予防の第一歩です。 

       

どういう主体と

協働するのがよ

いと考えていま

すか？ 

主体Ａ：身体障害者支援団体など 

 

主体Ｂ：自治体（市役所、他） 

 

主体Ｃ：学校施設および公共施設関係部署 

主体Ａ： 

・ 意義を理解し意欲がある人に働きかけていただきたい

・ 養成講座はNPO IHTBが企画・実施します。 

主体Ｂ： 

・ 「簡易測定器」などの購入支援 

・ 人材養成に要する実費等の資金援助 

・ 県や国への働きかけ 

 

 

 

 

協働事業として

それぞれの主体

に何を期待して

いますか？ 

主体Ｃ： 

・ 技術を養成した方々の働く場を創ることが、成功の絶

・ 一般のご家庭やハウスメーカーのご協力も希望します

 

 

 

その他 

・ 「住まい方アドバイザー」「室内空気質測定技術者」

NPO IHTBが企画・実施します。業者に対する養成講

あります。 

・ 大和市がライセンスを与えることをご提案します。 

・ 地域の学校施設および公共施設の定期測定の業務を技

した身体障害者の方々に優先的に委託していただきた

・ 県から国へと広げ、大和市が発信基地になってほしい

 

協働事業提案に関する公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ（03/
Ｈ 
予防に関す

具類、生活

害するこ

過敏症等） 

ています。 

です。 

因です。 

ます。 

。 

対条件です 

。 

養成講座は

座の実績が

術を習得

い。 

。 
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